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Ⅰ はじめに
本学こども学科では，小学校教諭，幼稚園教諭，保育士を養成しており，「音楽」は教職課
程の科目の一つとして設置されている。関谷（1）は平成7年から平成9年の短期大学入学時の音
楽基礎学力について調査研究を行っている。履修期間の違いもあるが，「音楽」履修後の基礎
学力向上およびピアノ実技科目「器楽」との学びによる連携の試みを示唆している。他科目と
の学びの連携による音楽基礎力の向上については，澤田ら（2）も課題として述べている。
幼稚園教育指導要領説（3）では，幼児期における教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う
重要なものであり，幼稚園教育は，学校教育法第22条に規定する目的を達成するため，幼児期
の特性を踏まえ，環境を通して行うものであることを基本としている。さらに次に示す事項を
重視して教育を行わなければならない。（1）幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮す
ることにより発達に必要な体験を得ていくものであることを考慮して，幼児の主体的な活動を
促し，幼児期にふさわしい生活が展開されるようにすること。（2）幼児の自発的な活動とし
ての遊びは，心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して，遊びを
通しての指導を中心としてねらいが総合的に達成されるようにすること。（3）幼児の発達は
心身の諸側面が相互に関連し合い，多様な経過をたどって成し遂げられていくものであること，
また，幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮して，幼児一人一人の特性に応じ，発
達の課題に即した指導を行うようにすることである。
「ねらい」と「内容」を幼児の発達の側面から心身の健康に関する領域「健康」，人とのか
かわりに関する領域「人間関係」，身近な環境に関する領域「環境」，言葉の獲得に関する領域
「言葉」，感性と表現に関する領域「表現」の5つの領域で編成している。その中で「表現」
は感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する力を養
い，創造性を豊かにする。ねらいは（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を
もつ。（2）感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。（3）生活の中でイメージ
を豊かにし，様々な表現を楽しむとしている。
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内容は（1）生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりする
などして楽しむ。（2）生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かに
する。（3）様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。（4）感じたこと，
考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいたり，つくったりなどする。（5）
いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。（6）音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム
楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。（7）かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊
びに使ったり，飾ったりなどするである。幼児の発達は様々な側面を相互に影響を与え合い，
成長していく。音楽は「表現」においてさまざまな活動として形を変え，こども達が自ら音や
音楽を表現する。さらに5領域が相互に関連を持ちながら体験を積み重ねることで幼児の発達
や成長が達成されるのである。
小学校学習指導要領解説（4）では音楽科の目標を表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好す
る心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を
養うとしている。多様な音楽を幅広く，表現や鑑賞の活動から直接体験して児童の思いや願い
を実現することである。さらに音楽活動を活発に，かつ効果的に進めるためには，音楽活動の
基礎的な能力を向上するだけではない。音楽を愛好する心情，音楽に対する感性と共に心情，
感性，能力という3つの視点を常に相互，関連させ指導，育成していくことが豊かな情操を養
うことを実現していく。
学年の目標は，教科の目標を実現していくための具体的な指導の目標を，児童の発達の段階
に即して学年ごとに示している。学年の目標は，各学年とも3項目とし，それぞれ次のような
観点に基づいて設定され，項目ごとに低学年，中学年，高学年目標が示されている。（1）音
楽活動に対する興味・関心，意欲を高め，音楽を生活に生かそうとする態度，習慣を育てるこ
と。1学年及び2学年は，楽しく音楽にかかわり，音楽に対する興味・関心をもち，音楽経験
を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる（低学年）。3学年及び4
学年は，進んで音楽にかかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経験を生かして生活を明るく
潤いのあるものにする態度と習慣を育てる（中学年）。5学年及び6学年は，創造的に音楽に
かかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする
態度と習慣を育てる（高学年）。（2）基礎的な表現の能力を育てること。1学年及び2学年は，
基礎的な表現の能力を育て，音楽表現の楽しさに気付くようにする（低学年）。3学年および
4学年は，基礎的な表現の能力を伸ばし，音楽表現の楽しさを感じ取れるようにする（中学
年）。5学年及び6学年は，基礎的な表現の能力を高め，音楽表現の喜びを味わうようにする
（高学年）。（3）基礎的な鑑賞の能力を育てることである。1学年及び2学年は，様々な音楽
に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を育て，音楽を味わって聴くようにする（低学年）。
3学年および4学年は，様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽を
味わって聴くようにする（中学年）。5学年及び6学年は，様々な音楽に親しむようにし，基
礎的な鑑賞の能力を高め，音楽を味わって聴くようにする（高学年）。共通事項では，音色，
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リズム，速度など音楽を特徴付けている要素や，反復，問いと答えなどの音楽の仕組みを聞き
取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさなどを感じ取ること，音符，休符，記号
や音楽にかかわる用語を音楽活動から理解することを示し，表現及び鑑賞の各活動の中で扱う
ものとしている。橋本ら（5）は，表現にある器楽演奏や歌唱技術を向上し，教育・保育の現場で
音楽活動を豊かに展開する力を身につけなければならないとしている。本研究は，教材研究と
して作詞・作曲した音作りから，自作曲の表現と鑑賞の実践を通し，音楽基礎力の成果と課題
を検討する。
Ⅱ 教材研究の作成
「音楽」を履修する42名が音作りとして8小節の作詞・作曲（以下自作曲とする）を各自1
曲作成する（写真1）。幼児，児童と歌う音楽で四季（春・夏・秋・冬），挨拶，遊びなどをイ
メージしたタイトルと内容である。歌詞は1番のみや2番まで，または4番まで自由に作成し
た。調性は，ハ長調，ヘ長調，ト長調と平行調で幼児，児童の声域に配慮した。4分の2拍
子，4分の3拍子，4分の4拍子，8分の6拍子を選択した。Ⅰ，Ⅳ，Ⅴの和音を使用した伴奏を基
本とするがⅤの和音を属七の和音に変更しても良い。曲の他に歌詞と音楽をイメージしたイラ
スト，作曲した感想を1ページに作成し，全員の自由曲を作曲集としてまとめた（写真2）。
写真1 表紙と作曲の内容 写真2 作曲の内容
Ⅲ 調査方法
1．楽典・共通教材の調査
調査の対象は，平成28年度1年前期科目「音楽」の履修希望者の1回目（初回講義時）69
名，2回目（最終講義時）42名である。調査項目は小学校学習指導要領における共通事項の音符，
休符，記号や音楽にかかわる用語を主とした楽典と第1学年および第2学年，第6学年の共通
教材とした。2回目の調査項目では和音，小学校学習指導要領音楽科の目標，表現，鑑賞につ
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いても調査した（表1）。
2．自作曲・表現のアンケート調査
教員による伴奏で自作曲の歌詞を1番のみ歌唱した後，表現の振り返りを行いアンケートに
記入した（表2，表3）。アンケートの質問項目は①作詞・作曲を経験して楽典を理解し，知
識は広がりましたか，②歌唱して曲のイメージ通りに歌えましたか，③‐②の回答理由を自由
に書いてください，の3項目である。
3．自作曲・鑑賞のアンケート調査
学生の自作曲を教員がピアノ演奏を行い，42曲を鑑賞した後，鑑賞の振り返りを行いアン
ケートに記入した（表4）。アンケートの質問項目は①作詞・作曲した曲のイメージは，ピア
ノで表現されていましたか，②－①の回答の理由を具体的に書いてください，③同じ曲の演奏
で歌とピアノでは表現に何か違いが感じられましたか，④相手に伝わる演奏，表現とはどのよ
うな事だと考えますか。自由に書いてください，⑤科目「音楽」を履修する前と講義を終えて
音楽力の向上や成長がありましたか。具体的に自由に書いてください，の5項目である。
Ⅳ 結果
1．楽典・共通教材の調査
楽典・共通教材の調査結果は，表1に正解者数と％を1回目（N＝69）と2回目（N＝42）
に示した。音符について11項目の何れも2回目の正答率が高く基本の全音符，2分音符，4分音
符，8分音符が42名中100％であり，16分音符は41名中97．8％と高い数値を示した。付点2分音符
は27人（39．1％）から40人（95．2％），付点4分音符は28人（40．6％）から40人（95．2％），付
点8分音符は27人（39．1％）から39人（92．9％），付点8分音符と16分音符の組み合わせたリ
ズムは，20人（29．0％）から38人（90．5％）となり，殆どの音符の正答率が2回目で高かった。
4分休符は，39人（56．5％）から39人（92．9％）で正答率は変らず，8分休符は35人（50．7％）
から39人（92．9％）で高い数値を示した。ト音記号は，63人（91．3％）から42人（100％）に，
ヘ音記号は59人（85．5％）から42人（100％）に，正答率が100％となった。小節線は17人
（24．6％）から36人（85．7％）に，終止線は，14人（20．3％）から41人（97．6％），クレッシェ
ンドは，60人（87．0％）から42人（100％）で，2回目の正答率が高く推移した。意味のだんだん
大きくは，66人（95．6％）から42人（100％），デクレッシェンドは58人（84．1％）から42人
（100％），だんだん小さくの正解は，66人（95．6％）から42人（100％）になった。この項目で
は2回目の正答率は，100％を示し，理解していることが判った。拍子記号の説明に関しては、
4分の2拍子は、25人（36．2％）から32人（76．2％）に，4分の3拍子は，25名（36．2％）から33
人（78．6％），4分の4拍子は，24人（34．8％）から30人（71．4％），8分の6拍子は，62人（89．9％）
から33人（78．6％）であった。拍子記号の項目では，8分の6拍子の正答率が低く，理解があま
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りされていないことが伺えた。リピート記号は，55人（79．7％）から37人（88．1％），リピート
の説明は，31人（44．9％）から33名（78．6％），タイは，20人（29．0％）から38人（90．5％），ス
ラーは，32人（46．4％）から26人（61．9％）である。アクセントは，25人（36．2％）から34人
（81．0％），スタッカートは，32人（46．4％）から29人（69．0％），ブレスは，45人（65．2％）か
ら36人（85．7％），その意味の息つぎをするは，42人（60．9％）から41人（97．6％）である。
シャープ・半音上げるは，50人（72．5％）から34人（81．0％），フラット・半音下げるは，48人
（69．6％）から33人（78．6％），ナチュラル・もとの音にもどすは，32人（46．4％）から30人
（71．4％）である。音名・ハニホヘトイロハは，34人（49．3％）から38人（90．5％）であった。
強弱記号のfは，56人（81．2％）から39人（92．9％），pは56人（81．2％）から39人（92．0％），
mfは52人（75．4％）から39人（92．9％），mpは，51人（73．9％）から39人（92．9％）であった。
いずれの項目でも2回目の調査で正答率が高く推移している。共通教材の「我は海の子」の曲
名の正解は，1人（1．4％）から21人（50％）に，ニ長調であると正解したのは，4人（5．8％）か
ら18人（42．9％）に，拍子は，4分の4拍子であると正解したのは，41人（59．4％）から32人
（76．2％）であった。小学第1学年，第2学年の共通教材の1～4小節までのメロディを見て
の正解は「うみ」が，4人（5．8％）から37人（88．1％），「かたつむり」は，32人（46．4％）か
ら35人（83．3％），「日の丸」は，45人（65．2％）から31人（73．8％），「ひらいたひらいた」は
5人（7．2％）から25人（59．5％），「かくれんぼ」は，7人（10．1％）から23人（54．8％），「春
がきた」は，61人（88．4％）から36人（85．7％），「虫の声」は38人（55．1％）から34人（80．9％），
「夕やけこやけ」は，31人（44．9％）から31人（73．8％）という結果であった（表1）。共通教
材の質問項目では，「春がきた」のみ2回目の正答率が若干低かった。他の項目では，全ての
項目において2回目は高い正答率であった。
表1 楽典・共通教材の調査
1回目69人 2回目42人 1回目69人 2回目42人
項 目 人（％） 人（％） 関連項目 人（％） 人（％）
1 全音符 56（81．2％） 42（100％）
2 付点2分音符 27（39．1％） 40（95．2％） 2分音符 50（72．5％） 42（100％）
3 付点4分音符 28（40．6％） 40（95．2％） 4分音符 54（78．3％） 42（100％）
4 付点8分音符 27（39．1％） 39（92．9％） 8分音符 39（56．5％） 42（100％）
5 付点8分音符と16分音符 20（29．0％） 38（90．5％） 16分音符 40（58．0％） 41（97．6％）
6 4分休符 39（56．5％） 39（92．9％） 8分休符 35（50．7％） 39（92．9％）
7 ト音記号 63（91．3％） 42（100％） へ音記号 59（85．5％） 42（100％）
8 小節線 17（24．6％） 36（85．7％） 終止線 14（20．3％） 41（97．6％）
9 クレッシェンド 60（87．0％） 42（100％） だんだん大きく 66（95．6％） 42（100％）
10 デクレッシェンド 58（84．1％） 42（100％） だんだん小さく 66（95．6％） 42（100％）
11 4分の2拍子 25（36．2％） 32（76．2％） 4分の3拍子 25（36．2％） 33（78．6％）
12 4分の4拍子 24（34．8％） 30（71．4％）
13 8分の6拍子 62（89．9％） 33（78．6％）
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14 リピート 55（79．7％） 37（88．1％）
15 1番括弧2番括弧 31（44．9％） 33（78．6％）
16 タイ 20（29．0％） 38（90．5％） スラー 32（46．4％） 26（61．9％）
17 アクセント 25（36．2％） 34（81．0％） スタッカート 32（46．4％） 29（69．0％）
18 ブレス 45（65．2％） 36（85．7％） 息つぎをする 42（60．9％） 41（97．6％）
19 シャープ 50（72．5％） 34（81．0％） フラット 48（69．6％） 33（78．6％）
29 ナチュラル 32（46．4％） 30（71．4％） 音名 34（49．3％） 38（90．5％）
30 f 56（81．2％） 39（92．9％） p 56（81．2％） 39（92．9％）
31 mf 52（75．4％） 39（92．9％） mp 51（73．9％） 39（92．9％）
32 我は海の子 1（1．4％） 21（50％） ニ長調 4（5．8％） 18（42．9％）
33 4分の4拍子 41（59．4％） 32（76．2％） うみ 4（5．8％） 37（88．1％）
34 かたつむり 32（46．4％） 35（83．3％） 日の丸 45（65．2％） 31（73．8％）
35 ひらいたひらいた 5（7．2％） 25（59．5％） かくれんぼ 7（10．1％） 23（54．8％）
36 春がきた 61（88．4％） 36（85．7％） 虫の声 38（55．1％） 34（80．9％）
37 夕やけこやけ 31（44．9％） 31（73．8％）
2．表現「歌唱」のアンケート調査
①表現－作詞・作曲を経験して，楽典を理解し，
知識は広がりましたかの項目では，とても理解で
きた10人（25．6％），少し理解できた25人（64．1％），
変わらない2人（5．1％），あまり理解できない2
名（5．1％），全く理解できない0名（0％）であっ
た（表2）。
②表現－曲のイメージ通り歌えましたかの設問
では，とてもよく歌えた3名（7．7％），歌えた10
名（25．6％），ふつうは13人（33．3％），歌えな
かった10人（25．6％），まったく歌えなかった3
名（7．7％），という結果となった（表3）。
③－②の回答理由を自由に書いてくださいでは，
声量をだせた。音程がしっかりとれた。声量をあ
まりだせなかったが音程はとれた。裏声をあまり
だせなかった。音程がとれなかった。練習が足りなかった。声量が出せなかった。予想より音
が低かった。音程が出だしの音からとれなかった。事前に録音して練習したが歌えなかった。
音程がとれず声が上ずってしまった。風邪をひいていて声をだせなかった。1小節に音を入れ
すぎて声量がだせなかった。イメージして歌えた。歌うことが好きだから。楽しかった。元気
に歌えなかった。イメージ通り明るく元気に歌いたかった。イメージ通り表現ができなかった。
表2 表現－作詞・作曲を経験して楽典
を理解し，知識は広がりましたか
項 目 人（％）
とても理解できた 10（25．6％）
少し理解できた 25（64．1％）
変わらない 2（5．1％）
あまり理解できない 2（5．1％）
全く理解できない 0（0％）
表3 表現－曲のイメージ通り歌えたか
項 目 人（％）
とてもよく歌えた 3（7．7％）
歌えた 10（25．6％）
ふつう 13（33．3％）
歌えなかった 10（25．6％）
まったく歌えなかった 3（7．7％）
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恥ずかしかった。イメージがわからなくなった。緊張した。自信をもって歌う事ができずイ
メージを意識できなかった。
3．鑑賞「自作曲」のアンケート調査
①鑑賞－作詞・作曲した曲のイメージ
はピアノで表現されていたか，の設問で
は，とてもイメージ通りに表現されてい
たの項目に28人（71．7％）の学生から回
答があった。まあイメージ通りに表現さ
れていた9人（23．1％），ふ つ う1人
（2．6％），イメージ通りに表現されていな
かった1人（2．6％），まったくイメージ
できなかった0人（0％）であった（表4）。
②鑑賞－作詞・作曲した曲のイメージはピアノでどのように表現されていたか，の自由記述
では，イメージ通りに表現されていた。前回歌った時よりも先生の演奏はイメージ通りだった。
曲想に合わせた演奏だった。テンポが良かった。明るく軽快なイメージ，強弱が良かった。サ
スティンペダルで響きがあり元気に弾いてくれた。クレッシェンド，デクレッシェンドの使い
方が曲調にあっていた。先生の演奏はすごい。とても楽しそう，綺麗だった。楽譜をみて曲に
込めた思いも読み取っているような演奏だった。メロディの工夫をもう少ししておけば良かっ
た。音符の長さが時折イメージと違った。もう少し明るいイメージにしてほしかった。もう少
しゆったりしたテンポにしてほしかった。伴奏の強弱をもう少しつけてほしかった。伴奏にス
タッカートがついていなかったので軽快さがなかった。もう少し弾むようなイメージだった。
元気さが表現されていなかった。
③感想－鑑賞を通して（各自が作詞・作曲した歌に関して，他の曲や演奏を聴いて）の自由
記述をまとめた。みんな素敵な歌でした。みんな素晴らしい曲で，素敵な歌詞でした。色々な
テーマに沿って，または同じテーマでも違う歌ができるのは面白い。全く違う曲ができるのは
すごい。刺激になった。他の曲はクオリティが高かった。同じ8小節でも作曲者によって色々
な印象の曲ができて感動した。他の人の曲が聴けて楽しかった。付点のリズムは元気がよく真
似したくなった。8分の6拍子の曲も作曲したい。作曲に必要な知識を学び，いろいろな曲を
知識と感性から聞くことができたので，もっと音楽について学びたい。歌唱力をつけたい。人
前で歌うことは緊張したが良い経験になった。発表の機会があって良かった。保育者になった
時に大勢のこどもの前で歌う、話をするので貴重な経験ができた。発表前はいやだったが、楽
しく歌えた。歌いたくなったし，子ども達にも歌ってほしい。
表4 鑑賞－作詞・作曲した曲のイメージはピ
アノで表現されていたか
項 目 人（％）
とてもイメージ通りに表現されていた 28（71．7）
まあイメージ通りに表現されていた 9（23．1）
ふつう 1（2．6）
イメージ通りにあまり表現されていなかった 1（2．6）
まったくイメージできなかった 0
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④鑑賞－同じ曲の演奏で，歌とピアノでは表現に違いが感じられたか，の設問を自由記述に
まとめた。ピアノ演奏ではクレッシェンドなど音に流れがあった。繊細さや優しい曲の雰囲気
になった。表現が歌より増した。表現が豊かである。ピアノの音が好きである。軽やかさ，滑
らかさ，柔らかさの表現がある。曲のイメージがしやすい。歌より，作曲者の気持を伝えられ
る。心が落ち着いた。同じ曲でも演奏によって雰囲気がかわる。歌は楽しい感じ。音に言葉の
表現がつけられる。歌詞があると意味や伝えたい事を伝えられる。
⑤鑑賞－相手に伝わる演奏，表現とはどのようなことか，の設問を自由記述にまとめた。音
の大きさに変化をつける。抑揚，メリハリをつける。適切なテンポ感をもつ。歌詞の意味や背
景を理解する。言葉，歌詞をはっきり表現する。盛り上がるところを理解しておく。間のとり
かた。なめらかさ。動作をつけるとより伝わるが，ピアノには動作ないので優しさや伝えたい
事を音にしていく。伝えたいイメージの表現ができるか練習して確認する。自分が楽しんで表
現する。感情をこめる。曲のイメージをしっかりもつ。顔の表情をつける，笑顔で表現する。
声や音で表現するが身体のうごきも伝える。気持をこめる。自分が楽しんで表現する。
4．科目「音楽」を履修する前と講義を終えて，音楽力の向上や成長についての自由記述では，
音楽について知識はあった方であるが，作詞など相手にイメージを伝える力がついた。作詞・
作曲する事に自信がついた。表現力が豊かになった。伴奏付けができるようになった。和音の
構成，組み立て，楽譜の記譜が理解できた。リズムや音符について少し理解できた。少し音楽
が理解できた。作詞・作曲を通して譜読みの仕方について学ぶことができた。楽譜は読めるが，
楽典の知識がついた。ピアノは嫌いだったが，作詞・作曲をすることで好きになった。作曲す
る時に，子ども達がわかりやすいように考えられるようになった。音楽や作曲できるか不安で
あったが講義が進むにつれ，充実した学びができた。音楽は好きであるが，作詞・作曲がある
ので履修をやめようと思ったが，履修して良かった。人前で初めて歌った。作詞・作曲も初め
てだったが音楽の素晴らしさが再確認できた。わからなかった記号が理解できた。音楽につい
て大体知っていると思っていたが，まだ知らない事が沢山あり表現の仕方や手話も学ぶことが
できた。楽譜の読み方や音楽の基礎的なことがわかった。音楽の基礎がわかるようになって嬉
しい。曲や歌に自分の鑑賞を添えることで更に人に伝わることが判った。子ども達にも伝えら
れたら良いと思う。知らなかった事を学び成長できた。もっと教わりたくなった。
Ⅴ 考察
楽典・共通教材の調査（表1）では楽典の基礎知識や用語を理解し，活用できる学生もいた
が多くはない。音符，休符，記号や音楽に関わる用語の調査の1回目は，全ての項目で正答率
は低かった。小学校・中学校・高等学校における音楽教育の経験はあるが，音楽や楽典の知識
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が曖昧になっていることが考えられる。ソルフェージュに関しては，小学校第1，第2学年の歌
唱共通教材4曲と第6学年の歌唱共通教材1曲について調査した。2回目の回答率の高い順に
「春がきた」「日の丸」「虫の声」「かたつむり」「夕やけこやけ」「かくれんぼ」「ひらいたひら
いた」「うみ」「我は海の子」となった。学習指導要領には，歌唱共通教材が各学年4曲ずつ，6
年間で全24曲あげられており，そのうち17曲が文部省唱歌である。共通教材に加えて，わらべ
うた，日本古謡，童謡などが取り上げられている。音楽や歌は古来より日常の生活にあり，癒
し，発散，回想，共感，勇気，喜び，など我々の心の琴線にふれながら世代を超えて広く歌わ
れてきた。歌唱共通教材学習の意義は，（1）文語表現を含む歌詞において，言葉の響きや意
味をとらえる。（2）日本の風土である四季折々の情景や人々の暮らしを感じ取る。（3）音楽
的表現がどのようにかかわるかをとらえて歌唱する，この3点にまとめられている。正答率が
高い歌唱曲は，教育の中だけでなく生活の中でも馴染みのある音楽と言えるのではないだろう
か。これらの共通教材学習，楽典の知識や用語の意味を理解し活用することは，音楽の専門性
をより深めると考えられる。さらに，指導において児童が歌う喜びを味わうとともに，音楽す
る意義や音楽と共に生きることの意味を見出すために大切である。音作りの教材研究として，
楽典の理解や確認，知識の幅を広げることにつながったと感じた学生は，「とても理解できた」，
「少し理解できた」学生も含めると35名であり，全く理解できなかった学生はいなかった（表2）。
自作曲は，歌詞，リズム，旋律，伴奏の順に作成するように指導した。旋律から作成する学
生もいたが，楽典の知識を活用し音楽の構成を考えており，段階的な学びの確認の契機となり
音楽の専門性を深め達成感や自己実現につながったと推察される。
自作曲を作詞・作曲後，ソロで歌唱の表現活動を行った。個々の学生は自作曲のイメージを
持ち，表現に生かそうと試みた。しかし，「歌えなかった」，「まったく歌えなかった」学生を
併せると13名の学生となった。音楽の要素は，音色，リズム，旋律，速度，強弱，音の重なり
や和声の響き，音階や調，拍の流れやフレーズ等である。これらの要素を感じ取ることが，音
楽の構成する仕組みを捉えて，表現や鑑賞する能力として働く。アンケートの設問は，音楽の
要素について具体的に設定していないため，単独の要素についての回答にとどまっているもの
が多い。音楽の要素とイメージが，どのように表現と関連性があるのか，具体的に基礎力の学
びの段階で明らかにしていくことが必要と考えられる （表3）。
アンケートから，表現の意欲的な試みと音楽性を連動させて自己評価力を高め，「聞く」を
「聴く」へ能動的な鑑賞へ変えていることが伺える。小学校学習指導要領の音楽の鑑賞におい
ては，演奏表現を通した楽曲を聴く中で，自分なりにその価値を認め味わうことである。鑑賞
学習では，音楽の諸要素を感じ取りながら聴く活動の中で，曲想表現の仕方に気付いたり，楽
曲全体の醸し出す演奏の雰囲気をとらえたりしながら，聴取能力を育んでいく事が求められる。
教員2名がピアノ演奏を行い，学生の自作曲を表現した。予め学生からどのようなイメージ
で自作曲を表現するか聴取せず，音楽の要素を考慮して演奏を行った。鑑賞の能力に関する指
導事項の低学年では，聴く活動を通して音楽に親しみをもてるようにすることをねらいとして
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興味や関心をもち楽しく取り組む。中学年では主要な楽器の音色に気付いたり，音楽の諸要素
による曲想やその変化に気付いたりしながら音楽全体の雰囲気を感じ取る活動を大切にしてい
る。高学年では，低・中学年から培ってきた能力をさらに伸長させる。音楽の要素や構成を捉
え，楽曲全体が醸し出す美しさを味わい聴く事ができる能力を育む。アンケートから自作曲だ
けでなく他の音楽への関心，受容があり，音楽の要素を表現から汲み取り，評価している学生
が多くみられ，特に音楽を苦手としている学生からも同じ感想があった。また，将来の指導者
として，こども達にも歌ってほしい，こども達にも伝えられたら良いと思う，という意欲的な
音楽活用を示唆している。
Ⅵ おわりに
調査を行うことにより，早い段階で学生が自身の音楽力を確認し，その後の学習や，アク
ティブ・ラーニングに，それぞれの目標を意識して意欲的に取り組むことができた。小学校の
音楽科の目標である「音楽を愛好する心情」「音楽に対する感性」「音楽活動の基礎的な能力」
の諸目標を相互に関連させる事により「豊かな情操を養う」ことを実現していく。表現領域は，
歌唱・器楽・音楽づくりの3分野からなり，鑑賞領域を加えて歌う，演奏する，創造する，聴
く活動を通して音楽力を充実し，より深めるために音楽の知識，楽典や用語の学習が大切とな
る。音づくりとしての自作曲作成は，音楽の基礎力や表現，鑑賞の意欲的な学びとなった。今
後は，音楽の要素と基礎力の関連性を教材研究から，さらに検討していきたい。
執筆分担：Ⅰ章，Ⅱ章，Ⅲ章，Ⅴ章，Ⅵ章 澤田 悦子 Ⅳ章 佐々木 るり子
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